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近畿情報教育ネットワーク（K-JNET）
阪林　良弘

はじめに
夏の天理での研修会も、多くの人達の協力で、

無事終わることができました。なんだかんだと言
いながらも、今年で第１６回目の夏季研修会にな
りました。昭和６３年（１９８８年）８月４～６
日にＣＡＩ教材作成夏季合同研修会として第１回
目を開いて以来、よくも続いたものだと自分なが
ら感心するとともに、ここまで続けてこれたのも
いろいろと支えて下さったたくさんの方々のお陰
だと、ただただ感謝の気持ちでいっぱいです。こ
の先、いつまで続けられるか分かりませんが、可
能な限り続けたいと思っています。

できない子をできるようにすることが教師の仕事
　さて、スタディの研修会はさておき、今年の夏
も、全国各地で数多くの教育研究集会が開かれま
した。そして、その多くの研究会が掲げるテーマ
に、「確かな学力」、「学力向上」、「学力充実」とそ
のための「授業づくり」というのが目につきます。
今年も、「学力」と「授業」のことが中心のように
見受けられます。
　実は、このテーマはここ３０年くらい変わらず、
毎年掲げられているものなのです。年々歳々、対象
となる子どもは変わるものの、確実に学力をつける

『術』（すべ）は未だ確立されていない永遠の課題と
いえるのかも知れません。だから、毎年のように
テーマになり、なんとかその『術』を見つけだそう
と全国から教師が集まってくるのでしょう。
　教育が科学の分野というのなら、その『術』に
ついて本当はもうある程度の「めど」がついてい
てもいいくらいの年月が経ていると思われるので
すが、いっこうに具体的でハッキリしたものが見
えてこないのが現状です。特に、学力をつけるた
めの方法や技術について、十分、科学化されてい
ないのはどういうことなのでしょう。未だに、授
業は教師個人々々の経験と勘にのみ頼っていると
いうのが現実のようです。
　日本のカリキュラムは、標準化されていてすば
らしく整備されていると言われています。全国、
津津浦々、行き渡っているので、どこへ引っ越し
ても同じような教育を受けることができます。し
かし、だからといって身につく学力は、絶対大丈
夫という訳ではありません。
　というのは、学力保障のできる方法が確立され
ていないし、学校完全五日制で学習時間と学習内
容が大幅に軽減され、おまけに少子化で競争がな
くなるので、益々、勉強しなくなるという学力低
下のスパイラル現象が顕著になりつつあります。
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日本の未来はバラ色どころが暗雲がただよっている
のです。そのうえ、来年度の国の予算から、義務教
育費国庫補助金、負担金を廃止、縮減の対象にして
おり、教育の機会均等、水準の維持、無償制という
世界に誇る日本の義務教育制度が崩壊する危機に直
面しています。親方日の丸であぐらをかいていた教
育は聖域でなくなりつつあり、のんびりと構えてお
れない段階を迎えているのです。
　確かな学力をつけるために、教師の指導力アップ
に都道府県レベルの取り組みも懸命で、よい授業が
できる教師をどうやって増やしていくか、あの手、
この手の策を講じつつあります。優れた授業ができ
る教師や指導力をもつ教師を「授業の鉄人」（愛媛
県）、「マイスター」（東京・足立区）、「スーパー・
ティーチャー」（宮崎県、大阪府）、「授業力スペ
シャリスト」（東京都）など、呼び方はいろいろで
すが、認定の方向で進んでいます。
　教師は「教育のプロ」であり、子どもを教育する
専門職です。だから、当然、専門職として、教育の
プロとしての専門技術や方法を持っていなければな
りません。そして、その専門技術や方法を駆使して
「わかる授業」を行い、わからない子をわかるよう
にし、できない子をできるようにすることがプロと
しての教師の仕事です。
　鄧小平のことばに「黒猫でも白猫でもよい。ネズ
ミを獲る猫が、いい猫なんだ。」というのがありま
す。口ではいくらいいことを言っていても、それが
実現できなければ意味がありません。絵にかいた餅
ではダメなのです。成果が上がらなければ、何の価
値もないのです。教育は評論ではありません。結果
の出せる実践でなければなりません。ただ「一生懸
命しています」だけではプロとしては通用しませ
ん。しかも、クラス全員をできるようにしなければ
ダメなのです。

「わかる授業」は「見果てぬ夢」でいいのか
　いつだったか、書店でペラペラとめくったある本
の見出しに、「わかる授業は、教師のあこがれ、見
果てぬ夢」という言葉が目にとまりました。「見果
てぬ夢」でいいのでしょうか。いささか、プロとし
ては認めがたい言葉です。
　子どもが変わらなければ、指導したことにはなら
ないという教育観を持たなければプロにはなれませ
ん。子どもを目標に到達させなければ、指導したこ
とにならないという教育観を持つことが、プロの教
師のスタンスでなければなりません。子どもがわか
るようになり、できるようにならなければ、それは
自分の責任だと、責任のとれる教師でなければプロ
とは言えないのです。

　それでは、クラス全員を目標に到達させることの
できる指導など可能なのでしょうか。
　ブルームが主唱したマスタリー・ラーニングによ
れば、クラスの９５％の子どもが完全に習得するこ
とを目指す学習として、落ちこぼし、落ちこぼれの
ない教育が可能だと言われています。日本語訳で完
全習得学習とも言われていますが、どんな子どもで
も、学習条件を整備してやれば学習目標に到達させ
ることが可能であるという学習法です。
　この完全習得学習は、コンピュータをうまく利用
することにより実現可能だと思っています。
　ブルームの理論に影響を受けた人は、第一線の研
究者の中にたくさんおられるのですが、残念なこと
にマスタリー・ラーニングについての実践例を目に
することはほとんどありません。そんな中で、唯
一、成功しているのが中山先生のスタディのシステ
ムです。

完全習得学習を実現するスタディのＣＡＩ
　スタディで行うＣＡＩが、なぜ完全習得学習の実
現につながるかといえば、コースウェア開発にあ
たって次のことが十分に検討されているからだと思
います。
(1)学習目標が具体的で明確であり、目標行動とし
て位置づけられている。
(2)学習目標到達のためのフローチャートがしっか
り検討されている。
(3)学習活動の中で形成的評価と評価の基準が明確
である。
(4)学習の即時確認により学習のＫＲ情報のフィー
ドバックによる適切な矯正と援助が含まれている。
(5)フレームの構成と実現が適切である。
などをあげることができます。
　その結果、①ラーニング・バイ・ドゥーイングに
より、よくわかり、できるようになる。②学習する
喜びを感じることができる。③やる気が起こるよう
になるなどの学習の成果とともに関心や意欲の高揚
にまで繋がるのです。
それでは、実践例のいくつかを紹介しましょう。
結果がはっきりでるように、計算領域で実践にし
てもらいました。
事例（１）（２）の実践群のうちＤ学級の担任は
メンタル面の障害からの長期休暇（３年間）明け
で、現場復帰に際して普通の授業ができるようにな
りたいという相談を受けたので、それでは指示に
従って授業をして下さいと言って、指導の中心にＣ
ＡＩをしてもらったクラスです。学級崩壊を繰り返
すような指導力の不足している教師に、普通以上の
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学習指導が実現できた事例です。この事例に限ら
ず、ＣＡＩは、だれでもが一定以上の成果をあげる
ことができるものなのです。
事例（３）（４）（５）の実践群は他の統制群のク

ラスに比べて、日頃の成績は一番悪いといわれてい
たクラスです。　　　　
これらの事例にみられるように、クラスの平均点

が限りなく１００点に近い指導が可能です。わかる
授業や、できるようになる授業は、決して見果てぬ

夢でも何でもありません。見ることのできる夢では
なく、見ることのできる現実なのです。

コースウェアの作り方
～「３２－１８」の続きを作ってみよう～
どんな子どもでも、コンピュータを利用して学習
条件としての良いソフトが整備されれば、良い授業
を受けた状態、即ち、わかる、できる状態になり、
満足な成果を保障することができるのです。

事例（１）　２年　かけざん九九　１００題
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事例（２）　２年　こたえのおなじ九九
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事例（３）　４年　わり算（ひっ算）
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事例（４）　４年　分数のたし算
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事例（５）　４年　分数のひき算事例（２）
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では、良いソフトをどう整備して行けばいいので
しょう。ＣＡＩの場合は、コースウェアですが、現
段階ではすぐれたコンピュータでも簡単には作れま
せん。
では、人間にできるかというと、そう誰にでもで

きる訳ではありません。でも、人間がしなければな
らないことです。特に、人間教師ができるようにな
らなければならないことです。そうでないと、いつ
までも見果てぬ夢に終わってしまいます。では、ど
んな手順を踏んでつくればいいのでしょう。
　毎年、夏の研修会を迎える頃になると、こんなも
のがあればよかったなあ、来年こそは考えてみよう
と思うことの一つに、スタディ・ライターの研修に
は必ず練習教材として使われる「３２－１８」を
コースウェアとして完成させることがあります。
　「３２－１８」の教材についての目標分析、行動目
標をはじめ、教材設計のフレーム・フローチャート
などの画面の作成について、コーディングの手順な
ど、とても詳しく検討されています。折角、きめ細
かな分析ができあがっているのだから、１フレーム
だけではもたいない気がして、「３２－１８」の前後
のつながりはどうなっているのか考えてみました。
　スタディ研修会テキスト『７＋４』によれば、単
元は［２年　ひき算･･･筆算形式の計算］で、達成
（上位）目標は、［２位数－２位数の筆算ができる］
ということになります。２位数－２位数の計算には
くり下がりのあるものと、くり下がりのないもの及
び前提となる計算として２位数―１位数を含める
と、下位行動目標として、次の①～⑥があげられま
す。
①くり下がりのない２位数－１位数の計算ができる。
②くり下がりのない２位数－２位数の計算ができる。
③被減数に空位のない２位数－１位数のくり下がり
のある計算ができる。
④被減数に空位のある２位数－１位数のくり下がり
のある計算ができる。
⑤被減数に空位のない２位数－２位数のくり下がり
のある計算ができる。
⑥被減数に空位のある２位数－２位数のくり下がり
のある計算ができる。
　これら下位行動目標をもとに計算のモデルを並べ
ると、９ページの図１のようなものが考えられるの
ではないでしょうか。
　ついでに、もう少し精密に検討を加えると、下位
行動目標①のところに、Ⅱ（２位数）－０＝Ⅱ（も
との数）が加わって３パターン。下位行動目標②の
ところに、Ⅱ－Ⅱ＝Ⅰ（１位数）、Ⅱ－Ⅱ＝（何
十）、（何十）－（何十）＝（何十）、Ⅱ－（何十）

＝Ⅰ、Ⅱ－（何十）＝Ⅱ、Ⅱ－Ⅱ＝０が加わって
８パターンが考えられ、まとめてみると図２のよ
うになります。
　このような類型の計算問題をコースウェアにする
と、系統的な診断のコースやドリルのコースができ
あがります。何ができて、何ができないのか、どこ
までできて、どこでつまづいているのかを診断する
ことも大事なことであるし、より正しくできるよう
にドリルすることも欠かせないことです。これらの
コースは授業の終盤の段階か、その後のくり返し練
習に活用されるものですが、もっと授業の展開の部
分で利用できるコースとなるとチュートリアルな
コースウェアということになります。
　前出の下位行動目標⑤の部分「３２－１８」を中
心に教室で実際に授業をする場合の学習指導過程を
想定しながらチュートリアルなコースを書いてみる
と、１０ページのようなモデル（ 図３）が考えられ
るのではないでしょうか。

優れたチュートリアルコースウェアを
作れるのは教師のみ
　チュートリアルなコースウェアは、学習目標達成
に向けての授業展開そのもので、何をどんな順序
で、どのような形で子どもに提示し、どのように
ドゥーイングさせれば、わかるようになり、できる
ようになるのかを組み立てて行くのです。だから、
チュートリアル・コースウェアは学習過程であり、
無駄のない授業細案なのです。
　子どもがわからなかったり、できなかったとき、
どこのフレームが悪いのか検討もできますし、ス
テップの粗さや展開のまずさも気づくことができ、
指導の仕方の修正ができます。すべての子どもがで
きるようになるよう、どのような学習過程をとれば
いいのか、具体的に反省することも可能です。
　自作のコースウェアでないものを利用する場合
も、その作成者（グループ）とのタッグを組んで指
導することになるので、作成者（グループ）との
ティーム・ティーチングとみなすことができます。
他の人の作成したコースでも、その人の経験や専門
的な知識などが存分に発揮されて作成されているの
で、その人達の叡智の結晶なのです。くり返し吟味
しながら開発されたものですから、作成者の意図を
十分理解して、目の前の子どもの実態に合わせ、足
らざることを補いながら、協同で授業づくりをする
んだという気持ちで利用したいものです。
　２位数－２位数でくり下がりのある筆算ができるよ
うになるためのチュートリアル・コースウェアでは、
あることがわかり、できるようにするための無駄のな
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【図１】

【図２】



※［２位数－２位数の筆算］のコースウェアの全
スクリプトができあがっています。別の機会に紹
介します。
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い学習過程を想定しながらつくられているので、
・筆算形式によ減法のしかたがわかるフレーム
・計算の原理や手順がわかるフレーム
・筆算を定着させるためのフレーム
・計算の確かめ方のフレーム
・計算を使った発展適用力をつけるフレーム
などのコースの組み立てが考えられ、それらのフ
レームから容易に形成的なテスト問題をつくること
ができます。
　テストの内容には、(1)学習したことによってでき
るようになったこと、即ち、目標問題。(2)目標問題
ができるようになるためのプロセスが点検できる過
程問題。(3)学習したことを応用する力をみる適用問
題がそろっていなければ、テスト問題の体裁が調っ
たことにはなりません。
　よい授業のできる教師は、体裁の調った問題を作
ることができる教師でもあります。授業の構造がよ

くわかっている教師なのです。また、そのテストを
事前・事後に実施して結果を比較することで、その
教師自身の指導力、授業力を数値化して確認するこ
とができます。指導力の高い、授業のスペシャリス
トを育てるためには、わかる・できる授業の構造が
わかっていて、よい授業を組み立てることのできる
教師を育てなければなりません。
　チュートリアル・コースウェアを作成することは
授業細案といったように、わかる授業・できる授業
を組み立てる力を鍛えるのに最善の策だと思うので
す。よいチュートリアル・コースウェアがつくれる
のは、授業を経験した教師のみにできることです。
　「わかる授業は見果てぬ夢」ではなく、だれもが
実現可能な現実とするために、多くの教師の挑戦を
期待しています。

　阪林先生は、「近畿情報ネットワーク会長とし
　阪林良弘先生は、「近畿情報ネットワーク」会
長として1988年から天理での夏期スタディ研修
会を16 年継続して主催してきて下さった。関西
でのスタディ教師の育成は、先生のお力無しでは
できなかったであろうと、心から感謝申し上げ
る。スタディにとって欠くべからざる先生として
ご紹介をするには、最適なものとして先生ご自身
の言葉を以下に引用させていただく。

•@教師の基礎・基本とは何だろう。何が基礎で、
何が基本なのか用語の意味にこだわると諸説紛々
なので、だいじなことくらいの意味にとっておき
たい。となれば、『勉強を好きにさせること』な
どがだいじなことの筆頭であろう。
　学力不振は、単に学力荒廃のみにとどまらず、
時には人格破壊、人間荒廃にまで発展する例が多
いからである。そうならないために「よい授業」
をすることである。
　「よい授業」は「勉強を好きにさせる授業」で
ある。「勉強を好きにさせる授業」は、まず「よ
くわかる授業」でなければならない。それは、い
くつかの「よさ」をもった授業である。学習内容
のよさ、学習方法のよさ、学習展開のよさなどで
ある。
　授業が楽しくて、よくわかれば、わかる喜び、
できる喜びを味わうことができ、おのずと「やる

気」がわいてくるものである。
　子どもがよくわかっていないのに「教えたつ
もり」でいたり、あるいは、教えたのだから
「できるはずだ」と、ひとりよがりの授業であっ
てはならない。この際、「はず」と「つもり」の
授業も追放しておきたい。そして、学ぶ楽しさ、
おもしろさに目を開かせ、勉強を好きにさせて
ほしいと思う。（大阪教育新潮　1986）

　ここに記されていることは、私たちが「クラス
ルームＣＡＩ」と呼んでいたころからの、インタ
ラクティブスタディの中心思想である。全ての先
生に、それぞれの子どもに応じた「よくわかる授
業」をしてもらいたい。しかし、考え方や理解度
の違う多人数の子どもを対象に全ての子どもが勉
強が好きになるように一人の先生で指導するのは
困難なので、コンピュータの助けを得ようという
のである。
　よい学習プログラムを作成するためには、徹底
した学習内容の分析と学習者の誤答分析が必要で
ある。また、どのような内容を、どのような順序
や形で与えていくかの実践研究が欠かせない。コ
ンピュータが世に出る前にそのような研究・実践
が行なわれた。「プログラム学習」と呼ばれ、日
本では1950年代の終わり頃からである。阪林先
生はその時代から今まで、その研究・実践をされ
てきた。今号のＥＣＯ　Ｎｅｗｓは、先生が昨年
の天理の研修会でお話になったものを、原稿にお
まとめいただいた。熟読して、たくさんよい教材
を作っていただきたい。

２１世紀教育研究所　中山和彦

阪林良弘先生と阪林良弘先生と阪林良弘先生と阪林良弘先生と阪林良弘先生と「「「「「よよよよよくくくくくわわわわわかかかかかるるるるる授授授授授業業業業業」」」」」

よいコースウェアをつくるために～教育最適化へのアプローチ　／　阪林先生と「よくわかる授業」
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中山和彦先生の講演が中山和彦先生の講演が中山和彦先生の講演が中山和彦先生の講演が中山和彦先生の講演が
映像と資料で公開されています映像と資料で公開されています映像と資料で公開されています映像と資料で公開されています映像と資料で公開されています

　１９９６年１１月２３日に開催された「長野県コン
ピュータ教育／環境教育八周年記念特別講演会」で行
われた中山先生の講演からコンピュータ教育に関係す
るの部分が映像と講演資料で公開されています。
　インタラクティブ・スタディとスタディノートの
土台であり、背骨である中山先生の「スタディ基本
的な考え方」を学ぶのに、これ以上のものはありま
せん。まだ、先生の話を直接お聞きになったことが
ない方は、是非、アクセスして下さい。また、この
講演をそのまま文章化した講演記録も掲載されてい
ます。インタラクティブスタディのホームページの
メニューから「講演記録」を選択して下さい。

信州大学教育学部集中講義の一部が信州大学教育学部集中講義の一部が信州大学教育学部集中講義の一部が信州大学教育学部集中講義の一部が信州大学教育学部集中講義の一部が
映像と授業資料で公開されています映像と授業資料で公開されています映像と授業資料で公開されています映像と授業資料で公開されています映像と授業資料で公開されています

　ＮＥＴの会の会員が講師を務めた信州大学教育学部
での集中講義が映像と授業資料で公開されています。
　長年、スタディの授業実践、教材作成を行ってこ
られた小中学校の先生方の授業は、実際に分数の計
算での児童の誤答を挙げて、学生に考えさせるな
ど、わかりやすく、中山先生のスタディの考えをよ
り具体的に知るには、こちらもお薦めです。
　メニューから「Web研修会」のページに進み、「イ
ンタラクティブ・スタディ」の「子どもは正しく間
違える」、「先生の役割・コンピュータの役割」、「教
材の例」をなどを選択して下さい。

教材が増加中です教材が増加中です教材が増加中です教材が増加中です教材が増加中です

　教材サイトにリンクされているインタラクティ
ブ・スタディの教材がＥＣＯ　Ｎｅｗｓ　Ｎｏ．８
７でご紹介したときからぐ～んとその数を増やして
います。是非、お役立て下さい。下図は豊野町立豊
野西小学校の「毎日増殖サイト」の教材一覧です。

　新年にあたってのご挨拶をもうしあげます。
　今年は教科書も新しくされ、新学習指導要領で
は基礎・基本ではないというので、精選されて教
科書からは消えていた内容が発展的学習として復
活ししくるような気配です。先生方は、教科書に
載っているのだから、教えないのは困るというの
で、発展的な学習の課題を全部教えなければなら
ないということにされてしまうのではないでしょ
うか。
　基礎・基本の完全習得が目標であり、現在の教
科書の内容は基礎・基本のみであるから、全員が
百点をとらなければおかしいと言われても、それ
が出来ていないのが現状でしょう。それに、発展
的学習を全員にやらせるとなると、どうやって時
間をひねりだすか頭痛の種になるでしょう。
　そのような時に、先生の強力な助っ人になって
くれるのがインタラクティブスタディです。21世
紀教育研究所もサーバーを強力にして、各学校か
ら全ての児童生徒がインターネットで学習できる
ようなシステムにすることを考えています。そう
すれば、自分の学校の児童生徒は他校と比べて、
どのような利点や欠点をもっているかがすぐに判
るようにもなります。期待していてください。

（中山和彦）

インタラクティブスタディのホームページから


